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資料２



年度 種別 概要

H13 千代田庁舎太陽光発電所（Ｈ１３～１４）　【千代田町】

〃 ＢＤＦ精製所開設（ＮＰＯ法人）　【大朝町】

H15 川小田小水力発電所供用開始　【芸北町】

H18 「北広島町環境保全に関する条例」制定（H19.2）

〃 「北広島町地域新エネルギービジョン」策定（H19～H28）

〃 「北広島町バイオマスタウン構想」策定

H19 「防犯灯設置補助金」開始

H20 ペレット製造施設開設（民間企業）

〃 公共施設にペレットストーブ８台導入（Ｈ20～22）

H21 一般家庭への太陽光発電システム導入補助金を開始（Ｈ21～23）

2



年度 種別 概要

H21 「北広島町生物多様性の保全に関する条例」（H22.3）

〃 「新エネ百選」選出

〃 「北広島町次世代エネルギーパーク計画」認定

H22 道の駅太陽光発電・省エネ化

H23 資源ごみリサイクル町民総ぐるみ運動

H24 芸北せどやま再生事業開始

〃 「生物多様性きたひろ戦略」策定（H25.3)

H25 公共施設に薪ストーブ２台導入

H26 町民プールにペレットボイラー導入

〃 温浴施設に薪ボイラー導入
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年度 種別 概要

Ｈ26 ＥＶ用急速充電設備を３か所に配備

H27 公共施設２３棟にて屋根貸し事業を開始

〃 一般家庭への薪ストーブ導入補助金を開始（Ｈ２７～）

H28 ＥＶ車を３年リースで導入

〃 「北広島町環境基本計画」策定（H29～H38（2026））

H28 「生物多様性きたひろ戦略～薪活編～」策定（H29.2)

H29
地球温暖化対策のための国民運動「COOL CHOICE（=賢い
選択）」 賛同（H30.2)

H30 北広島町もくもくクレジット（J-クレジット）発行

R1 「北広島町地球温暖化対策実行計画（事務事業編）」策定（R2.3)

R1～2 NEDO実証実験受託 4



＜本庁舎の構造＞

環境にやさしい

　　CO2排出削減

　　南面に傾斜窓

災害に強い

　　免震装置の採用

　　48時間自家発電

人にやさしい

　　バリアフリーの採用
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2001～2002年完成

最大出力　158kW

総事業費　1.65億円

発電量　   約100,000kWh

消費電力の10％をカバー

翼のようなフォルムの太陽光パ
ネルが特徴

庁舎壁面のパネルは80度の傾
斜がある

再生可能エネルギーの普及啓
発を目的に設置
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環境配慮型官庁施設計画指針
（グリーン庁舎計画指針）に基づ
き、太陽光発電システムの導入
を検討。
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財源は、経済産業省の
フィールドテスト事業と地域
新エネルギー導入促進事業
を活用することで負担を抑え
た。
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平成13年開始

処理能力　100ℓ/日

製造量     18,000/年

導入費用　約1,100万円

一般家庭から排出される廃
食油からＢＤＦ（バイオ
ディーゼル燃料）を精製す
るプラントを導入し、精製し
たＢＤＦは町内巡回バスに
利用していた。
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平成15年供用開始

最大出力　720kW

総事業費　14.03億円

　　     うち補助　8.32億円

発電量　4,000,000kWh

　　　   うち施設消費　22％

　　　　   　       売電　78％

売電単価　11.9kWh/円（税抜）

売電収入　4,600万円

　 起債償還　3,040万円
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◆平成１７年２月策定
◆目的（第１条）
　環境の保全及び創造について、基本理念を定め、北広島町(以下「町」という。)、町
民等、事業者及び所有者等の協働のもとに、それぞれが果たすべき役割を明らかにし、
本町の良好な自然環境及び生活環境(以下「良好な環境」という。)を保全するととも
に町民の健康で安全かつ快適な生活を営むことのできる環境を確保、創造し、もって
住みよい郷土の実現を期することを目的とする
◆基本理念（第３条）
　環境の保全は、現在及び将来の世代の町民が健全で恵み豊かな環境の恵沢を享
受するとともに、人類の生存基盤である環境が将来にわたって維持されるよう適切に
行わなければならない。
2　環境の保全は、恵み豊かな環境を維持しつつ、環境への負荷の少ない健全な経
済の発展を図りながら持続的に発展することができる社会が構築されることを旨として、
町、町民等、事業者及び所有者等の全ての者の公平な役割分担の下に、自主的か
つ積極的に行わなければならない。
3　地球環境の保全は、人類共通の課題であるとともに町民の健康で文化的な生活を
将来にわたって確保する上での課題であることに鑑み、全ての事業活動及び日常生
活において自主的かつ積極的に着実に推進されなければならない。
◆環境基本計画の策定（第９条）環境審議会の設置（第10条）、公害の防止（第17
条）、空き地等の環境保全（第26条）等
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平成19年2月策定

平成9年度旧芸北町、 平成15
年度に旧千代田町で策定された
地域新エネルギービジョンをもと
に、合併後、長期総合計画にお
けるまちづくりの方向性を、環境・
エネルギーの分野から具現化す
る計画として策定

中山間地域型の「資源循環型
社会」の具体的な方向性を明示
することにより、町内における新
エネルギーの取り組みの計画
的・体系的な導入推進を図るこ
とを目的としている。
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◆バイオマスタウンとは、バイオマスの利活用を
推進する国の方針に沿って、地域に賦存する廃
棄物系バイオマス９０％以上、または未利用バ
イオマスの４０％以上を有効に活用するための
構想を策定した市町村等を指します。
　国では、平成２２（２０１０）年までに全国で３００
市町村のバイオマスタウン構想策定を目指すこ
ととし、バイオマスの一層の導入促進を図ってい
ます。

◆平成１９（２００７）年４月２６日のバイオマスタウ
ン構想（第１９回）の公表において、「北広島町バ
イオマスタウン構想」が県内２番目の構想として
公表されました。（全国では９７市町村が公表）

○バイオマスエネルギーの利用推進で化石燃料の消費量削減＝地球温暖化対策
○廃棄物系バイオマスの利活用による環境保全効果の創出
○バイオマス利活用推進に伴う地域・広域の連携（絆）強化、食育・農育・木育の推進
○農林業の振興並びに、地域の活性化（魅力アップ）

北広島町バイオマスタウン構想の策定目的 【資料】「バイオマス情報ヘッドクォーター（Ｗｅｂサイト）」より
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◆平成19年度～実施

◆地域住民の生活と安全を守るため、地域住民組織が設置する
防犯灯の経費の一部を補助する。　

◆新設やLEDへの転換に要する経費に対して、1灯につき5千円
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平成20年開始

処理能力　300ｔ/年　　　

　　　　（100～250kg/ｈ）

製造量　 　100ｔ/年
販売価格　650円/15kg

製材所が製造している

製造されたペレット50ｔは町
民プールの燃料に利用し、
残りは一般向けに販売してい
る。
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平成20～22年度導入

導入費　約50万円/基

暖房出力　8.2～13.1kW

燃料消費量　1～3kg/h

県事業の「ひろしまの森づく
り事業」を活用して、町内の
公共施設にペレットストーブ
を導入。
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平成21～23年度事業

環境省補助金「地域グリーン
ニューディール基金事業」を活
用

太陽光発電システムと省エネ
ルギー設備をセットで設置する
者に対し、７万円/件を交付

３年間の実績

　　　　130件（910万円）
18



◆平成２２年３月策定
◆北広島町にある豊かな自然環境を保全し、
持続可能な方法で活用することにより、生物
多様性を町民共有の財産として次代に承継
し、自然と共生する町民の健康で快適な生
活を将来にわたって確保するために制定。
◆経緯
　まちづくりをすすめる中で、自然も一つの重
要な観光資源であると位置付けられました
が、一方で、観光を推進することによって生
じる様々な問題があり、野生生物の保護に
関する条例を整備することになりました。
◆生物多様性
　種の多様性、生態系の多様性、遺伝子の
多様性。私たちの生活も、生物多様性がも
たらす価値に支えられ、成り立っています。
◆野生生物の種の取扱い（第２章）、生態系
の保全等（第３章）、外来種対策（第４章）、
維持・回復事業（第５章）、推進体制の整備
（第６章）
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◆平成21年６月認定

◆NEDOと経済産業省は、2008年
秋より、地方公共団体、事業者等
により実施された新エネルギー等
導入事業を公募し、地域の特性
などを考慮しつつ、全国各地にお
ける新エネルギー等利用の優れ
た取り組みを「新エネ百選」として
選定しました。 

　地域の特性などを考慮した全国
の新エネルギー等利用などの取
組みを評価し、47都道府県からも
れなく、優れたものを「新エネ百
選」として選定しました。これを広く
情報発信することで、各地域にお
ける新エネルギー導入の好事例と
して、新エネルギーを全国に広め
ていくことを目的としています。
（NEDOのホームページより）
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◆平成21年８月認定

◆次世代エネルギーパークとは、再
生可能エネルギーをはじめとした次世
代のエネルギーに、実際に国民が見
て触れる機会を増やすことを通じて、
地球環境と調和した将来のエネル
ギーの在り方に関する理解の増進を
図る計画を、経済産業省資源エネル
ギー庁が認定するものです。（全国で
66件）（経済産業省資源エネルギー
庁ホームページより）

◆見学コース等を掲載

◆実施運営主体：北広島町新エネル
ギー・バイオマス利活用促進協議会
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平成22年度供用開始

広島県市町施設省エネ・グ
リーン化支援事業補助金を
活用（補助率10/10）

太陽光発電システムの設置
とＬＥＤ照明化を実施

最大出力　10.26kW

総事業費　約1,600万円
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平成24年事業開始

日本自然保護大賞（Ｈ27）

ふるさとづくり大賞（Ｈ27）

環境白書2016（環境省）

森林を活用する方法として
地元での買取と地域通貨
に替えながら森林を経済と
して循環させる仕組み
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年間取引量　約350ｔ

年間販売額　約600万円

薪の製造量　160ｔ/年

出荷登録人　60名

初期費用350万円（県補助）

　　うち地域通貨　70万円

広葉樹引取　6,000円/ｔ

販売　　薪　45,000円/ｔ

　 原木　18,000円/ｔ
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芸北せどやま再生事業では、環境教育、環境学習にも力を注いでおられます。

　小学校教育の一環として、木の搬出とその分の地域通貨の利用体験授業を通じた後
継者育成も行われています。
　まずは大人の仕事ぶりを見つつ、ノコギリの使い方などのレクチャーを受けます。
次は実際に木を切ったり、トラックまで運ぶ作業をします。
　子どもたちも、大人と同様に労働の対価として地域通貨を受け取ります。
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平成25年3月策定

平成22年３月に制定された
「北広島町生物多様性の保
全に関する条例」に基づき
策定された。

生物多様性きたひろ戦略は、
北広島町が持つ生物多様
性を保全しながら持続的に
活用していくための基本的
な戦略および戦略策定のた
めの資料となる。
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平成25年度導入

最大出力　23.4kW

燃料消費　0.64kg/h

消費　24ｔ/年（2台分）

暖房効果が高く、癒しの効果
も期待できる薪ストーブを、雪
深い地域の温浴＆宿泊施設
へ導入した。

スローライフな生活に憧れる
方の心を掴んでいる。 28



平成26年度導入
最大出力　   349kW

燃料消費量　78kg/ｈ

本体価格　   約1千万円

左側　ペレットボイラー

　　消費量　    109ｔ/年

右側　灯油ボイラー

　　消費量　    21ｋＬ/年
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平成26年度導入

最大出力　170ｋW

燃料消費　48kg/ｈ

薪ボイラーと重油ボイラーを併
用している

消費量

　　薪　　 300ｔ/年

　　重油　40ｋＬ/年
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◆平成26年度導入

◆経済産業省の次世代自動車
充電インフラ整備促進事業、県補
助金、自動車会社のインフラ支援
金等を活用

◆設置費　約1千万円/基

◆維持費　約60万円/基・年

◆設置場所　

　　道の駅舞ロード千代田

　　道の駅豊平どんぐり村

　　芸北オークガーデン
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平成27年度開始

平成24年3月の電気事業
法施行規則の一部改正で
建物の所有者とは異なる者
が太陽光パネルを設置する
形態、いわゆる屋根貸しが
可能となった。

自治体では神奈川県がい
ち早く「屋根貸し事業」を開
始したと言われている。
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メリット

遊休地の有効活用

再エネの普及促進

災害時の電力を確保

再エネ設備の導入に際して
初期投資が不要

固定価格買取制度（ＦＩＴ）
が適用される20年間で安
定した歳入が見込める。
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使用条件

災害時に電力供給が停止し
た場合は、屋根と一体の施設
へ電力供給を行うこと

電力停止状態でも太陽光発
電システムが自立運転できる
ように非常用電源を配備する
こと

学校には容量１kWh以上の蓄
電池と発電量表示パネルを
設置すること
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事業実績

公共施設　19か所

合計出力　1,133kW

発電量　約100万kWh/年

町歳入　約200万円/年

事業期間

20年間
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平成27年度開始

薪ストーブの設置に要する
費用の1/2（上限10万円）

屋根貸し事業収入を充当

H27実績     7件

H28実績   10件

H29実績     6件

H30実績　　 3件

R元実績　   5件

R2実績　    2件

R3実績　    6件
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平成28年～30年度

日産自動車が主催する「e-
NV200　PRモニターキャン
ペーン」に当選。

３年の無償リース期間中の
負担は貸与車両の保険料
と充電費用（約3千円/月）
のみで利用できる。

冬季を除き、開庁日は毎日、
管内80ｋｍを走行した。
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◆平成２９年３月策定

◆本計画は、国や県の環境基本計
画などと補完・連携し、平成29
（2017）年に策定された「第２次北広
島町長期総合計画」のめざすまちの
将来像の具現化に向け、環境の分野
における取組を示すもの。 
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◆2018年2月2日賛同

◆COOL CHOICEは、

地球温暖化対策のための国民運動
「COOL CHOICE（=賢い選択）」のこと。

◆日本は、2030年に向けて、温室効
果ガス排出量を26％削減（※2013
年度比）する目標を掲げています。
「COOL CHOICE」は、この目標達成の
ために、省エネ・低炭素型の製品・
サービス・行動など、温暖化対策に資
する、あらゆる「賢い選択」をしていこ
うという取組です。個人・企業・団体で
取り組みます。

◆庁舎内では、「節電」「室温の適正
化」「リサイクル」「エコドライブ」「スマー
トドライブ」「クールシェア」に取り組み
ます。
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◆J-クレジット制度とは、省エネルギー機
器の入や森林経営などの取組によって生
まれたCO2などの排出削減量や吸収量を
「クレジット」として国が認証する制度です。
認証されたクレジットは、CO2排出量を削
減した者と、CO2を削減したい者の間で取
引（売買）でき、低炭素社会実行計画の目
標達成やカーボン・オフセットなど様々な用
途に活用することができます。
◆北広島町芸北オークガーデンでは、温
泉の加温のためＡ重油ボイラーが設置され
ていましたが、2015年に薪ボイラーを増設
し、地域資源である薪を利用するようになり
ました。これにより、Ａ重油の使用量が
70％程度減り、このCO2排出削減効果を
J-クレジット化しています.
◆実績
　令和元年度　舞ロード千代田「導神楽の日」
　令和２年度　ユートピアサイオト　スノーフェス
ティバル
　令和３年度　ひがしひろしま環境フェア
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◆平成２９年２月策定

◆「生物多様性きたひろ戦略」のうち、
主に木質バイオマスの活用によるせ
どやま管理の推進策としてとりまとめ
ました。

　・木質バイオマスの活用

　・生物多様性の保全

　・薪活！体験の推進

◆北広島町の町花「ササユリ」は、人
の手が入った明るい環境でしか花を
咲かせません。「ササユリ」をシンボル
とし、豊かなせどやまが再生されるこ

 とを願っ て、計画名にしました。
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【資源ごみリサイクル町民総ぐるみ運動】

◆平成23年度～

◆目的：町民のリサイクル意識の向上、
ごみの減量化

◆内容

　 登録団体（行政区、子ども会、女性
会、PTA等）が集めた資源ごみの量に応
じて、報奨金を交付する

◆対象品目

   古紙（新聞・雑誌・ダンボール・ざつ紙
など）、アルミ缶、スチール缶、ペットボト
ル、衣類、びん類、廃食油

◆助成金額

　資源ごみの量１ｋｇにつき７円

【使用済み小型家電のボックス回収】
◆平成30年12月～
◆「使用済小型電子機器等の再資源化の促進に
関する法律」（小型家電リサイクル法）に基づき、
使用済みの小型家電を回収。小型家電に含まれ
る希少金属を回収し再生利用することを目的とし
ています。
◆対象品目
　パソコン、通信機器、家電（家電リサイクル品目
を除く）等
◆回収場所
   本庁、各支所、サンクス

【資源ごみ分別拠点回収モデル事業】
◆平成31年度～

◆資源ごみ回収拠点の協力していただける
団体を募集

◆対象品目

　町民総ぐるみ運動対象品目＋びん類

◆モデル団体

　４団体
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◆令和２年３月策定

◆『地球温暖化対策の推進に関する法律』に基づき、町内の省エネ・省資源、
廃棄物の減量化などに関わる取り組みを推進し、温室効果ガス排出量を削減
することを目的に、「北広島町地球温暖化対策実行計画（事務事業編）」を策
定。

◆計画期間

　基準年度を平成30年（2018年度）とし、2030年度末

◆対象範囲

　北広島町役場の全事業拠点の事務及び事業

◆削減目標
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◆令和元～2（2019～2020）年度

◆NEDOが実施する「バイオマスエネ
ルギーの地域自立システム化実証事
業」のうち「地域バイオマス持ち込みシ
ステムとスマートバイオマスネットワーク
の事業性評価」を受託

◆受託者

　北広島町・国立大学法人広島大学
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